
（社）⽇本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国⽀部 

平成 25 年度活動計画（案） 
 

 

1．総会    1 回 

2．運営委員会   2 回 

3．⽀部懇親会   2 回 

4．⽀部講演会   4 回 

5．⽀部定例シンポジウム 1 回 

 ・もち回り（⼭陰，⼭陽，四国）により H25 年度は四国地区担当 

「九州・中国・四国地区における若⼿ＯＲ研究交流会」と同時開催予定（資料 B-3 参照） 

（参考） 

 ⼭陽地区担当 H21／11／13：実⾏委員⻑ ⻲⼭嘉正（岡⼭県⽴⼤学） 

 四国地区担当 H22／11／12：実⾏委員⻑ ⼤橋守（徳島⼤学） 

 ⼭陰地区担当 H23／10／28：実⾏委員⻑ ⼭⽥茂（⿃取⼤学） 

 ⼭陽地区担当 H24／10／26：実⾏委員⻑ ⽥村慶信（⼭⼝⼤学） 

 

6. 協賛・共催研究会等  2 回 

 IEICE 信頼性（5 ⽉）研究会（平成 25 年 5 ⽉開催予定） 

 第６回ソフトウェアマネジメントシンポジウム（平成 25 年 11 ⽉開催予定） 

 

7．⽀部研究部会 ３部会 

8．⽀部⻑表彰 若⼲名 
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（社）⽇本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国⽀部 

平成２５年度予算（案） 
 

 

平成２５年度予算   

  予算 備考 

（収⼊の部）   

⽀部運営費 ① 252,000 

⽀部事業費 ② 0 

収⼊合計 252,000  

（⽀出の部）   

⽀部運営費  

  会議費 25,000  

  講演会費 48,000 約\12,000×4 回（謝⾦・旅費補助） 

  部会費 80,000 \30,000×2 部会＋\20,000×１部会 

  シンポジウム費 55,000 

  通信運搬費 10,000  

  事務費 14,000 

  協賛費 20,000 
\10,000×2 回（IEICE 信頼性（5 ⽉）研究会，

ソフトウェアマネジメントシンポジウム） 

  ⼩計③ 252,000 

⽀部事業費  

0 

  ⼩計④ 0 

⽀出合計 ③+④ 252,000  

⽀部運営費残⾼ ①-③ = ⑤ 0  

⽀部事業費残⾼ ②-④ = ⑥ 0  

当期運営残⾼ ⑤+⑥ 0  
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平成２５年度支部事業計画 

 

事業名：九州・中国・四国地区における若手ＯＲ研究交流会 

関係支部： 主 九州支部 副 中国・四国支部 

開催時期： 平成２５年９月～１０月 

支部事業額：117,000円 以下に事業計画案の予算 160,000円の内訳を示す。 

 宿泊費補助 75.000円（3000円＠1人 x25） 

 交通費補助 80,000円（4000円＠1人 x20） 

 会場費    5,000円 

実施方法 

支部事業費（117,000円）：九州支部で一括管理 

 津留崎 先生（長崎大学）turusaki@icloud.com 

実行委員会 

九州支部：実行委員長 1名、委員 6名 

 実行委員長：植野 貴之 先生（長崎県立大学）ueno@sun.ac.jp 

 中国・四国支部：実行委員長 1名、委員 6（3）名 

  支部定例シンポジウム（四国地区担当）を同時開催 

  発表者 5名には謝金 10,000円（支部定例シンポジウム費から） 

 

 

九州支部長からのメールの抜粋 

 本部支給からの予算管理は九州支部が引き受ける 

 おおまかな運営案は九州支部が提供する 

 場所の手配は中国・四国支部にお願いしたい 

 運営委員長を両支部であげていただき今後の打ち合わせは両運営委員長間で行なってい

ただく 

 日程については、九州支部としては例年どおり 10月の後半の土日で考えたいが、両支部

の都合に配慮したい 
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